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いきいきクラブ ≪新年初めての活動≫

みさとほっとあっと広場で公開された大和演劇クラブの映画『魔法のブレスレット』

の鑑賞をしました。この映画は、都賀西在住の石川大介さんが制作された作品で、

テーマは「家族」です。

石川さんはこの物語を作る時、“観る方に想像してもらう“ということを大事にされ

たそうです。家族の形は様々ですが、家族という存在の大切さや感謝の気持ちを感

じられるような温かい作品でした。

出演していた子ども達が立派に演技をしている姿は、輝いていてとても感動しま

した。石川さん、出演された方々に大きな拍手を送りたいと思います‼

２月６日（木） １０時～ いきいきクラブ

春の野菜作り ・畑作りについて、農協 営農生活課

の上田さんにお話していただきます。

わからないことや知りたいことを聞いて、これから

の野菜作りに活かして下さい‼

☆今年もまげな野菜ができますように☆

❤ プチっと 人権講座 ❤ 『我慢と寛容さのない社会』

あけましておめでとうございます。今年も『プチっと人権講座』をよろしくお願いします。

今年の正月は上京する機会があり、広島⇔成田便を利用したのですが、成田空港は正月

で出入国の人々で混雑していました。

空港ターミナル内の軽食コーナーで食事をしたところ、周りの席は外国の人ばかりで、中

国語、英語等がとびかう中で、うどんを食べるのは少し、戸惑いを感じてしまいました。

待合ロビーで隣に座られた年配の日本人女性から「エクスキューズミー」と声をかけられ

一瞬びっくりしたりもしました。

搭乗受付、搭乗案内・アナウンスが外国の方で『たどたどしい日本語』で聞き取れなく、カ

ウンターで何回も確認したものです。また、私の質問の意味がわかっているのか、不安を

覚えました。

ホテル近くのコンビニでも『たどたどしい日本語』を聞き、「身近な国際化」を感じました。

しかし、『たどたどしい日本語』を毎日聞いていると「ここは日本なのに」と思わず叫びたくな

るような気持ちにもなりました。

短期間ではあったのですが、少し、自分の我がままを我慢しなければならない場面があ

りました。

我慢といえば、現在の社会は「不寛容の社会」とも言われています。

特にネット上では徹底的に人を非難する書き込みなど、寛容さに欠けるものが多くありま

す。

我慢できない人たちが増えているような気がします。私もその一人かも知れませんが。

社会は人々が少しずつ我慢することによって成り立っていると思います。

みんなが本当に好きなことを全部言ってしまったら当然、けんかになります。友人関係も

そうだし、国の関係もそうかもしれません。言っていいことといけないことを自分なりに判断

して、ちょっと我慢することができるのが住みよい社会でもあるし、そうすることができる人

が成熟した大人と言えるのではないでしょうか。

自分の感情を全部ぶつけてしまう人が多くなると、だんだん社会、地域がギスギスし、息

苦しい、生きづらい社会になっていくのではないでしょうか。

誰もが、少しだけ、自分の感情をコントロールし、我慢することを心がければ、より暮らし

やすい社会、地域になっていくのではないでしょうか。

４日（火） 絵手紙だよりボランティア

６日（木） いきいきクラブ

１３日（木） ニコニコ健康教室

喜楽会

１５日（土） 習字教室

１７日（月） あみものクラブ

カラオケ喫茶（１０時～）

１９日（水） 華道教室・高梨華道教室

２５日（火） 神楽面作り教室

２６日（水） ゆうゆう健康クラブ

２７日（木） ニコニコ健康教室

森林教室

２８日（金） 切り絵教室

カラオケ教室

≪ 相談事業 ≫

相談事業は隣保館の根幹を成す事業です。

内容はパソコンの操作方法から介護保険の申請等、生活・福祉・教育・就労など多岐に

わたっています。

長期にわたる課題の場合では各関係機関と連携を取りつつ解決に向けて寄り添います。

知りたいことやどこに相談していいかわからないことなど、お気軽にご相談ください。

★知って得する？情報コーナー★

あけましておめでとうございます。

令和２年がスタートしました‼

今年も皆さんの心に寄り添う隣保館を目指します‼

どうぞよろしくお願いします。

子年となる今年、健康には充分チュー意して、良い１年を過

ごしましょう♪

日時：令和２年３月８日（日） １０：００～１１：３０

場所：大和事務所多目的ホール

講師：新保真紀子さん（神戸親和女子大学教授）

テーマ：『子どもと人権』

年間５回ある講演会のうち最後の講演会となります。

新たに気づくことや自分の考えなど、自分を振り返る機会にもなるかと思います。

まだ聴かれたことがない方はぜひ聴きに行ってみてください。


